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「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」

始まります 
～職場における熱中症予防対策を徹底しましょう！～ 

 
沖縄労働局（局長 宮本 淳子）は、５月１日からの令和８年｢STOP！熱中症 ク

ールワークキャンペーン」実施期間を前に、関係団体に対し熱中症対策の周知等の

依頼をしました。 

 

担       

 

当 

 
沖縄労働局労働基準部 健康安全課 
課           長  白倉 幸弥 
副主任地方労働衛生専門官   玉那覇 勝 

電話：０９８ （８６８） ４４０２ 

 
１ 熱中症による労働災害の発生状況等 
 

(1)  令和７年の発生状況（令和８年３月集計） 

休業４日以上の死傷者は、前年と同数の 16 人でした。(別添１) 

内訳をみると、業種では建設業が最多の４人で、全体の 25.0％を占めてお

り、次いで接客娯楽業が３人と全体の 18.8％を占めています。(別添２、別添

３（表）) 
 

(2)  県内における過去 10 年間（平成 28 年から令和７年）の熱中症による休業４

日以上の労働災害の発生状況について（別添３） 

① 建設業が全体の 30.0％を占めています。(図１) 

② 発生時期は６～８月の３か月間で全体の 80.0％を占めています。(図２) 

③ 時間帯では 15 時台が 15.8％、次いで９時台以前が 15.0％、17 時台 10.8％

と多く発生しています。（図３） 

④ 事業場規模別では、50 人未満の事業場が全体の 64.2％を占めています。

（図４） 

⑤ 年齢別では、40 歳代が全体の 27.5％を占めています。（図５） 

⑥ 休業見込期間別では、休業２週間未満が最も多いものの、死亡に至る災害
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も発生しています。（図６） 

 

２ 沖縄労働局の取り組み 
 

令和８年も５月から９月までの期間で「STOP！熱中症 クールワークキャン  

ペーン」を実施します。 

令和８年３月に策定された「職場における熱中症防止のためのガイドライン」

及び本キャンペーンについて、関係団体等を通じて周知を呼びかけるとともに、

各事業場における熱中症対策の徹底を指導します。 

  ＜重点的な対策＞ 

①湿球黒球温度の値（WBGT 値）※の把握とその値に応じた熱中症予防対策を 

適切に実施すること。 

②熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、｢早期発見のための体制 

整備｣、｢重篤化を防止するための措置の実施手順の作成｣、｢関係作業者へ 

の周知｣を行うこと。 

③糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病を有 

する者に対して医師等の意見を踏まえた配慮を行うこと。 

※  湿球黒球温度の値（WBGT 値）とは 

気温に加え、湿度、風速、輻射（放射）熱を考慮した暑熱環境によるストレスの評価を行う

暑さの指数。 

＜添付資料＞ 

別添１ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生状況の推移（平成 28

（2016）年～令和７（2025）年、休業４日以上） 

別添２ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害事例（令和７年、休業４日以

上） 

別添３ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生状況（平成 28（2016）年

～令和７（2025）年総計、休業４日以上） 

別添４「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」（リーフレット） 

別添５ 令和８年「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」実施要綱 

別添６ 関係団体あて文書『令和８年「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」

の実施及び職場における熱中症対策の強化について』 

 
 

（参考：関連情報） 

・厚生労働省「令和８年「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」を実施します」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/coolwork_2026.html 

 

・ポータルサイト「学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場における熱中症予防情報」

https://neccyusho.mhlw.go.jp/ 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/coolwork_2026.html
https://neccyusho.mhlw.go.jp/


別添1

※令和７（2025）年は令和８（2026）年３月集計

沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生状況の推移（平成28（2016）年～令和７（2025）年）

出典　：　労働者死傷病報告
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別添2

番号 所轄署
災害
発生日

業種 年齢 性別
休業
見込
期間

災害発生状況 屋内・屋外

1 沖縄（中部） ６月上旬 建設業 40代 男 ７日
　工事現場でトラックを誘導し、荷降ろし準備中に熱中症により
痙攣し倒れ、その勢いで頭を停車中のトラックにぶつけた。

屋外

2 名護（北部） ６月下旬 接客娯楽業 40代 女 ４日
　屋外のカフェテラスで顧客対応の準備中、炎天下での作業の
ため、熱中症による脱水、気分不良となった。

屋外

3 宮古 ６月下旬 保健衛生業 50代 女 ４日
　ビニールハウス内で潅水作業を行っていた。ハウス内は約40
度で休憩をせず作業を行っていたところ熱中症となった。

屋内

4 那覇（南部） ６月下旬 運輸交通業 20代 男 ７日

　乗り継ぎ手荷物を仕分けするエリアで、一人で荷物を載せる
空のカートを人力で引っ張ろうとした際に、手足の痙攣によりそ
の場で倒れこんだ。意識はあり、会話もできる状況だったため、
その場にいた社員数名で日陰に移動させ身体の冷却と水分補
給を実施したものの痙攣状態が改善されず、救急搬送となっ
た。

屋外

5 沖縄（中部） ６月下旬 建設業 40代 男 ４日
　地上6メートルのスラブ上において、型枠の建込み作業中に熱
中症によりめまい、立ち眩み、背中、足、腰の痙攣を発症した。

屋外

6 那覇（南部） ６月下旬 警備業 50代 男 ６日
　建築現場入退場ゲート前道路上で、工事車両の現場内入退
場の交通誘導業務を行っていたところ、急な体調不良によりそ
の場に座り込んでしまった。

屋外

7 那覇（南部） ７月上旬 その他 50代 男 ９日
　シーツやテーブルクロスを洗濯中に熱中症を発症した。
　作業場内では、スポットクーラーやこまめな水分補給等を実施
していた。

屋内

8 八重山 ７月上旬 建設業 40代 男 ７日
　会社のヤードにおいて、資材の準備や積み込み、草刈り作業
中に熱中症を発症した。

屋外

9 沖縄（中部） ７月中旬 製造業 30代 男 10日
　製品製造室内で、高所へのモーター取り付け作業を行ってい
た。室温40度程度の環境下で、休憩をはさみつつ午前中作業を
実施したところ、熱中症を発症した。

屋内

10 沖縄（中部） ７月下旬 清掃・と畜業 50代 男 20日
　炎天下の屋外現場で、ごみ処理作業を行っていたところ熱中
症を発症した。作業着・ヘルメットを着用し、こまめな休憩・水分
補給を行っていた。

屋外

11 沖縄（中部） ７月下旬 保健衛生業 50代 女 ９日

　施設の調理場において利用者、職員用の給食・おやつの調理
を行っていたところ、頭痛、しびれを感じ、動けなくなり救急搬送
され、熱中症と診断された。当日は、調理メニューが揚げ物だっ
たため通常より調理場の室温が高くなっていた。調理場では冷
房、扇風機の設置・稼働を行っていた。

屋内

12 八重山 ８月上旬 その他 50代 男 ７日
　船着き場で、たも網を用いて海藻等の漂着ごみの除去作業を
実施していた。脱水、蒸し暑さを感じる中での作業で気分が悪く
なり休憩しようとして腰かけたところで意識を失った。

屋外

13 那覇（南部） ８月中旬 警備業 70代 男 14日
　炎天下で電柱工事の交通誘導警備を行っていたところ、休憩
中にトイレに向かうときに倒れた。当日は、朝からお腹の調子が
悪かった。

屋外

14 名護（北部） ８月中旬 接客娯楽業 40代 女 11日
　娯楽施設の遊具周辺で３時間ほど顧客対応を行っていたとこ
ろ、頭の火照りやめまいを感じ体調不良となった。最高気温31
度日陰の少ない場所での業務であった。

屋外

15 八重山 ８月下旬 接客娯楽業 50代 男 ７日

　宿泊施設の駐車場にて午後から草刈り作業を行っていたとこ
ろ30分ほど経過して、嘔吐したため早退し帰宅。帰宅後症状が
悪化したため救急搬送された。当時の気温は33.5度、湿度68％
の状況であった。

屋外

16 名護（北部） ９月下旬 建設業 60代 男 ４日

　護岸工事において、作業台船上で単管組立作業中に両手足
が攣ったため、１時間ほど冷房の効いた休憩所で横になり休憩
していたが、症状が改善されず病院に搬送し、熱中症と診断さ
れた。

屋外

出典　：　労働者死傷病報告

（令和８年３月集計）

沖縄労働局管内における熱中症による労働災害事例（令和７年、休業４日以上）



沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生状況（平成 28（2016）年～令和 7

（2025）年総計、休業４日以上） 

 ※令和 7（2025）年は令和８（2026）年３月集計 

 

 

表 職場における熱中症による死傷者 業種別発生状況（2016～2025 年） 

     （人） 

主な業種 建設業 運輸交

通業 

接客娯

楽業 

製造業 商業 清掃・

と畜業 

警備業 ほか 計 

2016 年 1 1 0 0 0 1 0 2 5 

2017 年 6(1) 1 1 0 1 0 1(1) 2 12(2) 

2018 年 3 0 1 0 1 0 0 2 7 

2019 年 2 0 3 1 1 1 1 3 12 

2020 年 3 4 0 1 3 0 0 1 12 

2021 年 9(2) 1 1 1 0 1 1 2 16(2) 

2022 年 0 2 1 5 0 1 0 2 11 

2023 年 3 1 0 0 4 1 1 3 13 

2024 年 5(1) 2 1 2 1 1 3 1 16(1) 

2025年 4 1 3 1 0 1 2 4 16 

総計 36(4) 13 11 11 11 7 9(1) 22 120(5) 

※ （ ）内の数値は死亡者数で内数である。 

                  

 
  図１  職場における熱中症による死傷者 業種別発生状況 構成比（2016～2025 年） 
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図２  職場における熱中症による死傷者 月別発生状況 （2016～2025 年） 

 

 

   

図３ 職場における熱中症による死傷者 時間帯別発生状況（2016～2025 年） 
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図４ 職場における熱中症による死傷者 事業場規模別発生状況 （2016～2025 年） 

 

 
図５ 職場における熱中症による死傷者 年齢別発生状況 （2016～2025 年） 
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図６ 職場における熱中症による死傷者 休業見込期間別発生状況 （2016～2025 年） 
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【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災
害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全国警備業協
会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

熱中症対策情報はこちら

労働衛生管理体制の確立

事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し

熱中症予防の責任体制を確立

暑さ指数（WBGT）の
把握の準備
JIS規格に適合した暑さ指数計を準備し、点検

作業手順・作業計画の策定

暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業中止

に関する事項を含めた作業手順・作業計画を

策定

設備対策の検討

暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風または

冷房設備、散水設備の設置を検討

休憩場所の確保の検討

冷房を備えた休憩場所や

涼しい休憩場所の確保を検討

服装の検討

透湿性と通気性の良い服装を準備、送風や

送水により身体を冷却する機能をもつ服の

着用も検討

教育研修
の実施
管理者、作業者に

対する教育を実施

緊急時の対応の事前確認

緊急時の対応（異常時における連絡体制や

対応手順等）を確認し、関係者に周知

ガイド・教育動画 e-learning

tamanaham
フリーテキスト
別添４



暑さ指数の低減

準備期間に検討した設備対策を実施

暑熱順化への対応

熱に慣らすため、7日以上かけて作業時間

の調整

※新規入職者や休み明け作業者は別途注意

すること

休憩場所の整備

準備期間に検討した休憩場所を設置

服装

準備期間に検討した服装を着用

作業時間の短縮
作業計画に基づき、暑さ指数に応じた休憩、

作業中止

プレクーリング

作業開始前や休憩時間中に深部体温を下げる

水分・塩分の摂取

水分と塩分を定期的に摂取（水分等を携行

させる等を考慮）

健康診断結果に基づく対応

次の疾病を持った方には医師等の意見を踏ま

え配慮 ①糖尿病 ②高血圧症 ③心疾患 ④腎

不全 ⑤精神・神経関係の疾患 ⑥広範囲の皮

膚疾患 ⑦感冒 ⑧下痢

日常の健康管理

当日の朝食の未摂取、睡眠不足、前日の多量

の飲酒が熱中症の発症に影響を与えることを

指導し、作業開始前に確認

作業中の作業者の
健康状態の確認
巡視を頻繁に行い声をかける、

「バディ」を組ませる等作業者にお互い

の健康状態を留意するよう指導

□ 暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加

□ 暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底

□ 水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底

□ 作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加

□ 熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施

□ 熱中症のおそれがある者を発見したときは、躊躇することなく救急隊を要請

異常時の
対応

あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等の周知徹底

少しでも本人や周りが異変を感じたら、あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等に基づき適切に対応

※必ず一旦作業を離れ、全身を濡らして送風することなどにより身体を冷却

※症状が回復しない場合は躊躇なく病院に搬送する（症状に応じて救急隊を要請）

（R８.２）
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沖労発基０４２８第２号 

令和８年４月２８日 

 

別記関係団体の長 殿 

沖縄労働局長 

（公印省略） 

 

令和８年「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」の実施 

及び職場における熱中症対策の強化について 

 

平素より労働行政の運営につきましては、格別の御理解と御協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。 

さて、令和８年「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」につきまして、

別添１のとおり実施いたしますので、貴団体におかれましても、主唱者の実施事

項に取り組んでいただきますようお願いいたします。 

 

〇別添１ 令和８年「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」実施要綱 

〇別添２ 「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」（リーフレット） 

〇別添３ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生状況の推移（平

成 28（2016）年～令和７（2025）年、休業４日以上） 

〇別添４ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生事例（令和７年、

休業４日以上） 

〇別添５ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生状況（平成 28

（2016）年～令和７（2025）年総計、休業４日以上） 

 

【参考】 ポータルサイト「学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場にお

ける熱中症予防情報」 

https://neccyusho.mhlw.go.jp/ 

 

 

 

（担当） 

沖縄労働局労働基準部 

健康安全課（副主任地方労働衛生専門官） 

電話０９８－８６８－４４０２  

別添６ 

https://neccyusho.mhlw.go.jp/


別記 

 

一般社団法人沖縄県労働基準協会 

建設業労働災害防止協会沖縄県支部 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会沖縄県支部 

港湾貨物運送事業労働災害防止協会沖縄総支部 

林業・木材製造業労働災害防止協会沖縄県支部 

一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会沖縄支部 

一般社団法人沖縄県警備業協会 



沖労発基０４２８第２号 

令和８年４月２８日 

 

別記関係団体の長 殿 

 

沖縄労働局長 

（公印省略） 

 

令和８年「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」の実施及び 

職場における熱中症対策の強化について 

 

平素より労働行政の運営につきましては、格別の御理解と御協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。 

さて、令和８年「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」につきまして、

別添１のとおり実施いたします。 

貴団体におかれましては、キャンペーンの趣旨を踏まえ、会員事業場等に対し、

その周知を図っていただきますとともに、各事業場において確実な取組が行わ

れますよう、特段のご配慮をお願いいたします。 

 

〇別添１ 令和８年「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」実施要綱 

〇別添２ 「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」（リーフレット） 

〇別添３ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生状況の推移（平

成 28年～令和７年、休業４日以上） 

〇別添４ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生事例（令和７年、

休業４日以上） 

〇別添５ 沖縄労働局管内における熱中症による労働災害発生状況（平成 28

（2016）年～令和７（2025）年総計、休業４日以上） 

 

【参考】 ポータルサイト「学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場にお

ける熱中症予防情報」 

https://neccyusho.mhlw.go.jp/ 

 

 

（担当） 

沖縄労働局労働基準部 

健康安全課（副主任地方労働衛生専門官） 

電話０９８－８６８－４４０２ 

 

別添５ 
別添６ 

https://neccyusho.mhlw.go.jp/


別記 

 

一般社団法人沖縄県介護福祉士会 

一般社団法人全国介護事業者連盟 沖縄県支部 

公益財団法人介護労働安定センター 沖縄支部 

全国健康保険協会 沖縄支部 

一般社団法人沖縄県磁気探査協会 

一般社団法人沖縄県中小建設業協会 

一般社団法人沖縄県農林水産土木建設会 

一般社団法人日本塗装工業会 沖縄県支部 

一般社団法人沖縄県舗装業協会 

沖縄県クレーン事業協同組合 

沖縄県生コンクリート工業組合 

沖縄県管工事業協同組合連合会 

沖縄県建設事業協同組合 

沖縄県電気工事業工業組合 

協同組合沖縄県鉄構工業会 

西日本圧接業協同組合 沖縄ブロック 

一般社団法人日本クレーン協会 沖縄検査事務所 

沖縄県解体工事業協会 

一般社団法人沖縄県造園建設業協会 

沖縄基礎工業協同組合 

沖縄県左官業組合連合会 

沖縄県鳶土工業会 

公益社団法人建設荷役車両安全技術協会 沖縄県支部 

一般社団法人沖縄県建設業協会 

一般社団法人沖縄県電気管工事業協会 

全建総連沖縄県建設ユニオン 

一般社団法人沖縄県高圧ガス保安協会 

一般社団法人沖縄県産業廃棄物協会 

一般社団法人沖縄県歯科医師会 

一般社団法人沖縄県生産性本部 

一般社団法人沖縄県倉庫協会 

一般社団法人沖縄県バス協会 

一般社団法人沖縄県木材協会 

一般社団法人沖縄港運協会 



一般社団法人沖縄県ビルメンテナンス協会 

一般社団法人日本クレーン協会 沖縄県支部 

一般社団法人日本建設機械レンタル協会 沖縄支部 

一般社団法人日本コミュニティーガス協会 沖縄支部 

一般社団法人日本道路建設業協会 沖縄支部 

一般社団法人日本ボイラ協会 沖縄検査事務所 

一般社団法人日本ボイラ協会 沖縄支部 

一般社団法人日本ホテル協会 沖縄支部 

沖縄県映画興行協会 

沖縄県健康産業協議会 

沖縄県港湾協会 

沖縄県社会福祉協議会 

沖縄県食品産業協議会 

公益社団法人沖縄県看護協会 

公益社団法人沖縄県工業連合会 

公益社団法人全日本病院協会  沖縄県支部 

日本分蜜糖工業会 

一般社団法人沖縄県銀行協会 

一般社団法人沖縄県中小企業診断士協会 

沖縄経済同友会 

沖縄県印刷工業組合 

沖縄県美容業生活衛生同業組合 

沖縄県保育士・保育所総合支援センター 

沖縄県緑化種苗協同組合 

沖縄県労働組合総連合 

沖縄市管工事協同組合 

沖縄税理士会 

公益財団法人沖縄県産業振興公社 

公益財団法人名護市観光協会 

中部電気工事業協同組合 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 沖縄支部 ポリテクセンター

沖縄 

独立行政法人中小企業基盤整備機構 沖縄事務所 

日本労働組合総連合会沖縄県連合会 

北部電気工事業協同組合 

一般社団法人沖縄県経営者協会 



一般社団法人沖縄県自動車整備振興会 

一般社団法人沖縄県食品衛生協会 本部 

沖縄県飲食業生活衛生同業組合 

沖縄県社会保険労務士会 

沖縄県商工会議所連合会 

沖縄県商工会連合会 

沖縄県中小企業家同友会 

沖縄県中小企業団体中央会 

沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合 

公益社団法人沖縄県トラック協会 

独立行政法人労働者健康安全機構 沖縄産業保健総合支援センター 

一般社団法人沖縄県ハイヤー・タクシー協会 

那覇市管工事協同組合 

一般社団法人沖縄県医師会 
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